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の過度なまでの可能性に目を閉ざしてしまう乙とになろうJ (傍点原著者)p. 11. 
(2) Le Blωdu Ciel， p.25. 
(3) Ibid.， p.38. 
( 4)乙の作品の構成をみると，まえがきと12ページの序章 6ページの第 1章に約 150ぺ
ージの第 2章が続き，その第2章がさらに 5つの部分に分かれている。そのうち 4番
目の部分すなわち作品名と同じ『空の青み』というタイトノレがついている部分におい
てのみ時間が夜から朝へと流れている。




(7) Le Bleu du Ciel， p.44. 
(8) Ibid.， p.140. 
(9) Ibid.， p.62. 
(10) 86ページに「私」の次のようなせりふがある。 I今日のきみはとても好きだ。きれい
だよ，グゼニー。今アンリと呼び，あんたと言ってくれたけど，嬉しかったよ。」
(11) Le Bleu du Ciel， p.62. 
(12) Ib id.， p.101. 
( 13) Ib id.， pp. 1 74 ，.. 175. (傍点引用者〉
